
























































































































































































（11）　三汊漁郎〔竹越の筆名〕「未来保守党ノ射影」（『六合雑誌』85 号，1888 年 1 月 16 日，30 頁）。




（15）　三汊漁郎「経済書と聖書（岡山講談筆記）」（『六合雑誌』110 号，1890 年 2 月 15 日，42 頁）。
（16）　同上。
（17）　「国民の建設並に階級の嫉悪」（『大阪公論』1889 年 1 月 3 日）（西田毅編『竹越三叉集（民友社思想文学叢書
第 4 巻）』三一書房，1985 年，261 頁）。








































　1887 年 2 月，徳富蘇峰の主宰する民友社から雑誌『国民之友』が創刊された。「政治社会経済及
文学之評論」を標榜する本格的な総合雑誌として出発した本誌を通じて，蘇峰の提唱する「平民主
義」の思潮が若い知識層に多大な影響を与えたことは，周知のとおりである。






（24）　竹越与三郎「十九世紀の勲爵士」（『六合雑誌』90 号，1888 年 6 月 15 日，213-219 頁）。










































（26）　「隠密なる政治上の変遷（第五）中等民族将に生長せんとす」（『国民之友』19 号，1888 年 4 月 6 日，5-9 頁）。
（27）　徳富猪一郎「如何ニシテ世ノ不平等ヲ救ハン乎　第一」（『六合雑誌』74 号，1887 年 2 月 28 日，49-57 頁）。
（28）　同上論説に予定されていたはずの「第二」以下の続編は結局書かれなかった。





































（30）　「国家社会説」（『国民之友』49 号，1889 年 5 月 2 日，1-5 頁）。
（31）　西田毅編「竹越三叉年譜」（前掲『竹越三叉集』427 頁）。
（32）　『国民之友』69 号附録，1890 年 1 月 3 日，広告欄。












（23 号附録，1890 年 2 月 23 日）である。この論説は，欧米諸国と同様の「富者と貧者との軋轢争
乱」が日本にも出現する社会的・政治的条件が生まれつつあることに注意を促し，それは「実に我
国の前途に向つて大なる妨害を与ふる」ものであるから，「今後の日本に生起すべき貧富の軋轢を






























　『国民新聞』はこうした見解に基づき，〔宮崎〕湖処子「貧民の生活」（9 号附録・10 号，1890 年
2 月 9・10 日），松井鋒吉「車夫社会」（255 ～ 260 号，1890 年 11 月 10 ～ 15 日連載）など下層社
会を活写したルポルタージュのほか，「大坂名護町貧民の惨状」（103 号，1890 年 5 月 14 日），「府
下貧民伝」（117・119 号，1890 年 5 月 28・30 日），「府下貧民の惨状」（136 号，1890 年 6 月 6 日），
（36）　竹越は今の文学者が「民権の宿る農夫，商人，工業家が如何に逆待苦役せらるゝも省視せざる」傾向を批判




「窮民彙文」（135 ～ 140 号，1890 年 6 月 15 ～ 20 日連載）等の無署名の貧民窟探訪記を通じて，貧
民の「人に語る能はざる痛苦」を世に伝えようとした。
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，互に利害を問ひ
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，利害を計るの制
























































































れるようになる。1890 年 3 月，パリ在住の酒井雄三郎が蘇峰宛てに欧州の労働問題にかんする長
大な通信を寄せ，それが 5 月に特別寄書として「社会問題」と題し『国民之友』に連載（81・82・
83 号，1890 年 5 月 3・13・23 日）されたのは，『国民新聞』の論調に影響される形で，蘇峰もまた
「社会問題」を重視する姿勢に転じたことを示していると思われる（39）。
　以後の『国民之友』誌上には，労働者に「組合」を作らせることを主張する記事がしばしば現れ
る。84 号（1890 年 6 月 3 日）時事欄の記事「日雇人夫と小農」は，「我邦の有志者」に向かって，
「日雇人夫」のために「組合」を設けて金銭を貯蓄させ，「危急の場合」に備えさせることを呼びか
けた。86 号（1890 年 6 月 23 日）時事欄の記事は，「貧民救助策」としての五つの提案のうち「第





　『国民之友』95 号（1890 年 9 月 23 日）社説「労働者の声」は，上述した労働問題・労働運動論






















































については，拙ブログ《長春だより》記事「再び二村一夫氏の反論に答える（3・完）」2018 年 6 月 17 日付
（https://datyz.blog.ss-blog.jp/2018-06-17，最終閲覧日 2021 年 1 月 27 日）および《オンライン版二村一夫著作集》
記事「再び大田英昭氏に答える―〈労働者の声〉の筆者は誰か・三論」2018 年 7 月 29 日掲載（http://nimura-
laborhistory.jp/takanoden105.html，最終閲覧日 2021 年 1 月 27 日）を参照。









（『六合雑誌』81 号，1887 年 9 月 30 日）および蘇峰の論説「平民的運動の新現象」（『国民之友』69


































掲寄書「社会問題」に頻出する語で，いずれも蘇峰特有の語彙とはいえない。なお trade union に
「職工同盟」の語を当てるのは蘇峰特有の表記だが，この語が「労働者の声」でも使用されている
というのは二村氏の勘違いで，「労働者の声」では一貫して「同業組合」の語が使われている。当





























（46）　竹越，前掲『マコウレー』168-170 頁，三汊漁郎「トーマス，カアライル」（『六合雑誌』108 号，1889 年 12




































（48）　「平民主義第二着の勝利」（『国民之友』139 号，1891 年 12 月 13 日，1-8 頁）。
68 大原社会問題研究所雑誌　№751／2021.5
※本稿では原史料のテキストとして，『国民新聞』複製版（日本図書センター，1986-91 年），『国民之友』複製版
（明治文献，1966-68 年），『六合雑誌』DVD デジタル版（友愛労働歴史館，2012 年）を用いた。史料の引用に際し
て，仮名遣い等の表記は原則として注記の史料に従ったが，漢字は常用の漢字に改め，変体仮名・合字については現
行の仮名に改めてある。なお読みやすさを考慮して，適宜原文の句読点を改め，濁音・半濁音符号を補い，難読の漢
字にはふりがなを付した。
